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目的　ウェストベルトに用いられる素材の多様化に対応して、身体寸法に加味するゆる
み分量とベルトの締め心地の関係を設計段階で予測するために、ベルト幅、素材物性およ

び着用者のウェ スト部の身体寸法を用いて着用感を判別する式を導き、その有効性につい
て検討した。

方法　ベルト幅(2 ～5cni）および曲げ剛性の異なるベルト芯を、圧縮特性の異なる市販
の布15種（圧縮荷重0.5gf/cm^における厚さ0.18～3.77min）で包みこんだウェストベルト計

225種を製作し、若年成人女子35名（平均ウェスト寸法63.3cin、標準偏差2.64cni）を対象に
ウェスト部に巻きつけて、ベルトの締め心地に関する着用試験を行った。「ベルトをゆる

めたい」と感じるＡ群、「ベルトを締めたい」と感じるＢ群、「締め心地がよい」と感じ

るＣ群それぞれのウェストのゆるみ分量と、ベルト幅、ベルトの素材物性として曲げ剛性
と圧縮特性、被験者のウェスト部の身体形態を表わすウェスト寸法、横矢示数、ウェスト

ライン上部傾斜角度および下部傾斜角度を取り上げて、ベルトの締め心地に関する判別分
析を行った。

結果　 ゆるみ分量のみによる判別では「締め心地がよい」と感じるＣ群の判別的中率は

約55 ％であるのに対して、ベルト幅、曲げ剛性、厚さ、ウェスト寸法を加えることによっ

てÅ群、Ｂ群およびＣ群においてそれぞれ85％以上の高い判別的中率が得られた。以上の
４つの計測値を用いた判別式はウェストベルトの着用感を精度よく予測でき、判別式の妥
当性を明らかにした。
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着衣に発生するしわは、種々の力学的要因により表面に不規則な折り曲げが生じたもの

であり、一般的に着衣の外観を損なうものとされているが、これは人体の動作による形態

変化により衣服が追随しきれずに生じた結果である。

本研究では、日常生活において着衣に発生するしわ（着用じわ）がどの部分にどのよう

に発生しているか、その実状を把握することにより、着心地の良い衣服パターン設計の基

礎資料とすることを目的とする。

＜方'i 去 ＞

着用じわの発生状態をとらえるために、日常生活の各所で、ジャケット着用者の写真を

撮影し、得られた写真データから着用じわの特徴を、その程度I`（数・量・長さ）と状態

（動作や姿勢・部位・力向）等の項目別にとらえ、発生現象を目視で段階的に分類した。

その結果、く脱衣後もそのまま残る定着したしわと動作や姿勢により一時的に発生したし

わ＞、＜つれじわと余りじわ＞、＜気になるしわと気にならないしわ＞に３分類した。

＜糸吉^^ﾆ ＞

目視観測した結果、脱衣後もそのまま残る定着したしわは、椅子の背もたれの跡。動作

や姿勢により一時的に発生したしわは、後ろ側面と上腕前部。発生量の少ない割に気にな

るとされたのは、ヨコ方向のしわ（つきじわ・たなじわ）であり、多いのに気にならない

とされたのは、タテ方向のしわ（袖つけ付近に出来るだきじわ）であった。
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